
10

20

JP 2022-161224 A 2022.10.21

(19)日本国特許庁(JP) (12)公開特許公報(A) (11)公開番号　　
特開2022-161224
(P2022-161224A)

(43)公開日　令和4年10月21日(2022.10.21)

(54)【発明の名称】　歯車

(51)国際特許分類
　   Ｆ１６Ｈ 55/06 (2006.01)

ＦＩ
　Ｆ１６Ｈ 55/06 　　　　 　　　

(21)出願番号　 特願2021-65865(P2021-65865)
(22)出願日　 令和3年4月8日(2021.4.8)

(71)出願人　 000003207
トヨタ自動車株式会社
愛知県豊田市トヨタ町１番地

(74)代理人　 100083998
弁理士　渡邉  丈夫

(74)代理人　 100096644
弁理士　中本  菊彦

(72)発明者　 田淵  元樹
愛知県豊田市トヨタ町１番地  トヨタ自 
動車株式会社内

Ｆターム（参考）　 3J030 BA05 BC01 BC02 BC08

テーマコード（参考）
　３Ｊ０３０

(57)【要約】
【課題】金属部と樹脂部とを備えた歯車において、強度 
や耐久性が低下することを抑制可能な歯車を提供する。
【解決手段】環状の金属部３と、前記金属部３の内周側 
に設けられた環状の樹脂部４とを接合する歯車において 
、前記金属部３は、外周側に前記歯車の軸線方向に対し 
て所定のねじれ角を有する斜歯５を有し、前記金属部３ 
と前記樹脂部４との接合部分は、前記金属部３の内周側 
が凸の形状となり、前記樹脂部４の外周側が凹の形状と 
なった凹凸形状とされており、前記金属部３の内周側の 
凸の部分は、前記金属部３の外周側の前記斜歯のねじれ 
方向と同じ方向の所定のねじれ角を有する。
【選択図】図３

審査請求　未請求　請求項の数　1　　ＯＬ　（全6頁）
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 環 状 の 金 属 部 と 、 前 記 金 属 部 の 内 周 側 に 設 け ら れ た 環 状 の 樹 脂 部 と を 接 合 す る 歯 車 に お  
い て 、
　 前 記 金 属 部 は 、 外 周 側 に 前 記 歯 車 の 軸 線 方 向 に 対 し て 所 定 の ね じ れ 角 を 有 す る 斜 歯 を 有  
し 、
　 前 記 金 属 部 と 前 記 樹 脂 部 と の 接 合 部 分 は 、 前 記 金 属 部 の 内 周 側 が 凸 の 形 状 と な り 、 前 記  
樹 脂 部 の 外 周 側 が 凹 の 形 状 と な っ た 凹 凸 形 状 と さ れ て お り 、
　 前 記 金 属 部 の 内 周 側 の 凸 の 部 分 は 、 前 記 金 属 部 の 外 周 側 の 前 記 斜 歯 の ね じ れ 方 向 と 同 じ  
方 向 の 所 定 の ね じ れ 角 を 有 す る
こ と を 特 徴 と す る 歯 車 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 金 属 部 材 と 樹 脂 部 材 と を 含 む 複 数 の 部 材 か ら 構 成 さ れ た 歯 車 に 関 す る も の  
で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 特 許 文 献 １ に は 、 環 状 に 形 成 さ れ た 金 属 製 の イ ン サ ー ト 部 と 、 そ の イ ン サ ー ト 部 の 円 周  
方 向 の 全 周 に 亘 っ て 歯 が 形 成 さ れ た 樹 脂 製 の ギ ヤ 部 と を 有 す る 樹 脂 ギ ヤ が 記 載 さ れ て い る  
。 こ の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 樹 脂 ギ ヤ は 、 イ ン サ ー ト 部 の 外 周 に 、 全 周 に 亘 っ て 半 径 方  
向 外 側 に 突 出 し た 突 起 が 形 成 さ れ 、 こ の 突 起 を 介 し て イ ン サ ー ト 部 と ギ ヤ 部 と が 接 合 さ れ  
て い る 。 な お 、 ギ ヤ 部 の 外 周 側 に 形 成 さ れ た 歯 は 、 所 定 の 捩 れ 角 を 有 す る 歯 （ す な わ ち 斜  
歯 ） と な っ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ １ ４ － ０ ８ １ ０ ０ ５ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 従 来 、 衝 撃 や 振 動 を 低 減 さ せ る た め の 歯 車 と し て 樹 脂 ギ ヤ が 知 ら れ て い る 。 樹 脂 ギ ヤ は  
、 上 述 の 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 歯 車 の よ う に 、 半 径 方 向 で 金 属 製 の イ ン サ ー ト 部 と 樹 脂  
製 の ギ ヤ 部 と の 間 に 形 成 さ れ た 突 起 を 介 し て 接 合 さ れ る 。 し か し な が ら 、 樹 脂 材 料 は 、 金  
属 材 料 に 比 べ て 耐 久 性 や 強 度 が 低 く 、 特 に 、 上 記 の イ ン サ ー ト 部 と ギ ヤ 部 と の 接 合 部 分 の  
強 度 は 低 く な る 。 ま た 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 樹 脂 歯 車 は 、 軸 線 方 向 に 所 定 の 捩 れ 角 を  
有 す る は す 歯 歯 車 で あ る か ら 、 歯 車 に 作 用 す る ト ル ク に 応 じ た ス ラ ス ト 荷 重 が 生 じ る 。 そ  
の ス ラ ス ト 荷 重 は 、 前 記 接 合 部 分 に 作 用 し 、 歯 車 全 体 と し て の 強 度 は 、 そ の 接 合 部 分 の 強  
度 に 応 じ た も の に な り （ 言 い 換 え れ ば 、 接 合 部 分 の 強 度 に 制 約 さ れ る こ と に な り ） 、 ひ い  
て は 大 き な ト ル ク が 作 用 す る 車 両 な ど へ の 搭 載 性 が 低 下 す る お そ れ が あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 こ の 発 明 は 、 上 記 の 技 術 的 課 題 に 着 目 し て 考 え 出 さ れ た も の で あ り 、 金 属 部 材 と 樹 脂 部  
材 と を 備 え た 歯 車 に お い て 、 強 度 や 耐 久 性 が 低 下 す る こ と を 抑 制 可 能 な 歯 車 を 提 供 す る こ  
と を 目 的 と す る も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 上 記 の 目 的 を 達 成 す る た め に 、 こ の 発 明 は 、 環 状 の 金 属 部 と 、 前 記 金 属 部 の 内 周 側 に 設  
け ら れ た 環 状 の 樹 脂 部 と を 接 合 す る 歯 車 に お い て 、 前 記 金 属 部 は 、 外 周 側 に 前 記 歯 車 の 軸  
線 方 向 に 対 し て 所 定 の ね じ れ 角 を 有 す る 斜 歯 を 有 し 、 前 記 金 属 部 と 前 記 樹 脂 部 と の 接 合 部  
分 は 、 前 記 金 属 部 の 内 周 側 が 凸 の 形 状 と な り 、 前 記 樹 脂 部 の 外 周 側 が 凹 の 形 状 と な っ た 凹  
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凸 形 状 と さ れ て お り 、 前 記 金 属 部 の 内 周 側 の 凸 の 部 分 は 、 前 記 金 属 部 の 外 周 側 の 前 記 斜 歯  
の ね じ れ 方 向 と 同 じ 方 向 の 所 定 の ね じ れ 角 を 有 す る こ と を 特 徴 と す る も の で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 歯 車 が 、 金 属 部 と 金 属 部 の 内 周 側 に 設 け ら れ た 樹 脂 部 と を 接 合 す る  
こ と に よ り 構 成 さ れ る 。 ま た 、 金 属 部 の 外 周 側 に は 、 所 定 の ね じ れ 角 を 有 す る 斜 歯 が 形 成  
さ れ て い る 。 さ ら に 、 金 属 部 と 樹 脂 部 と の 接 合 部 分 は 、 金 属 部 の 内 周 側 が 凸 の 形 状 と な り  
、 樹 脂 部 の 外 周 側 が 凹 の 形 状 と な っ た 凹 凸 形 状 と な っ て い る 。 そ し て 、 金 属 部 の 内 周 側 の  
凸 の 部 分 は 、 金 属 部 の 外 周 側 に 形 成 さ れ た 斜 歯 の ね じ れ 方 向 と 同 じ 方 向 の 所 定 の ね じ れ 角  
を 有 す る 。 そ の た め 、 こ の 発 明 の 歯 車 が 他 の 歯 車 と 噛 み 合 っ た 際 に 生 じ る ス ラ ス ト 荷 重 は  
、 外 周 側 の 噛 み 合 い 力 に 応 じ た ス ラ ス ト 荷 重 と 、 噛 み 合 い 反 力 に 応 じ た ス ラ ス ト 荷 重 と が  
互 い に 打 ち 消 し 合 う 方 向 に 作 用 し 、 接 合 部 分 （ あ る い は 樹 脂 部 ） に 作 用 す る ス ラ ス ト 荷 重  
は 小 さ く な る 。 言 い 換 え れ ば 、 歯 車 で 生 じ る ス ラ ス ト 荷 重 の 一 部 が 接 合 部 分 や 樹 脂 部 に 作  
用 す る 。 し た が っ て 、 こ の 発 明 に よ れ ば 、 歯 車 の 強 度 が 、 接 合 部 分 や 樹 脂 部 の 強 度 に 制 約  
さ れ る 場 合 で あ っ て も 、 そ れ ら 接 合 部 分 や 樹 脂 部 に 作 用 す る ス ラ ス ト 荷 重 を 従 来 よ り 小 さ  
く で き る た め 、 歯 車 全 体 と し て 比 較 的 大 き な ト ル ク を 受 け る こ と が で き る 。 言 い 換 え れ ば  
、 歯 車 の 耐 久 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き 、 ひ い て は 車 両 へ の 搭 載 性 が 低 下 す る こ と を 抑 制  
で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 歯 車 を 説 明 す る た め の 断 面 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 図 １ に お け る Ａ 矢 視 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 ２ に お け る Ｂ 矢 視 図 で あ っ て 、 樹 脂 部 材 に 作 用 す る ス ラ ス ト 荷 重 に つ い て 、 従  
来 例 と 実 施 例 と を 比 較 し て 説 明 す る た め の 図 で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 こ の 発 明 の 実 施 形 態 を 、 図 を 参 照 し て 説 明 す る 。 な お 、 以 下 に 示 す 実 施 形 態 は 、 こ の 発  
明 を 具 体 化 し た 場 合 の 一 例 に 過 ぎ ず 、 こ の 発 明 を 限 定 す る も の で は な い 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 図 １ お よ び 図 ２ に 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 歯 車 １ を 示 し て あ る 。 図 １ お よ び 図 ２  
に 示 す 歯 車 １ は 、 例 え ば エ ン ジ ン （ 図 示 せ ず ） の 振 動 を 低 減 さ せ る バ ラ ン サ 装 置 に 用 い ら  
れ る 。 こ の 歯 車 １ は 、 主 に 、 内 輪 ２ 、 外 輪 ３ 、 お よ び 、 径 方 向 で 内 輪 ２ と 外 輪 ３ と の 間 に  
設 け ら れ た 樹 脂 部 材 ４ か ら 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 内 輪 ２ は 、 例 え ば 焼 結 合 金 あ る い は 炭 素 鋼 な ど の 金 属 材 料 か ら な る 環 状 部 材 で あ る 。 内  
輪 ２ は 、 内 周 側 で 図 示 し な い 回 転 軸 に 例 え ば ス プ ラ イ ン 嵌 合 し て お り 、 し た が っ て 、 内 輪  
２ の 内 径 は 、 回 転 軸 の 外 径 と ほ ぼ 同 一 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ の 内 輪 ２ の 外 周 側 、 す な わ ち 半 径 方 向 外 側 に は 、 外 輪 ３ が 設 け ら れ て い る 。 外 輪 ３ は  
、 内 輪 ２ と 同 様 に 、 焼 結 合 金 あ る い は 炭 素 鋼 な ど の 金 属 材 料 か ら な る 環 状 部 材 で あ る 。 ま  
た 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 外 輪 ３ の 半 径 方 向 外 側 の 先 端 部 分 （ 外 縁 部 分 ） に は 、 円 周 方 向 で  
等 間 隔 に 歯 ５ が 形 成 さ れ て い る 。 こ の 外 輪 ３ に お け る 歯 ５ は 、 後 述 す る よ う に 左 捩 れ の 斜  
歯 と な っ て い る 。 す な わ ち 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 歯 車 １ は 、 は す 歯 歯 車 に よ っ て  
構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 、 半 径 方 向 で 、 内 輪 ２ と 外 輪 ３ と の 間 に は 、 樹 脂 部 材 ４ が 設 け ら れ て い る 。 こ の 樹  
脂 部 材 ４ は 、 歯 車 １ が 他 の 歯 車 と 噛 み 合 っ た 際 に 生 じ る 衝 撃 や 振 動 を 低 減 す る た め の も の  
で あ っ て 、 例 え ば 、 熱 硬 化 樹 脂 （ 例 え ば エ ポ キ シ 樹 脂 、 フ ェ ノ ー ル ） 、 あ る い は 、 熱 可 塑  
性 樹 脂 （ 例 え ば ポ リ エ チ レ ン 樹 脂 ） に よ っ て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 具 体 的 に は 、 内 輪 ２ と 外 輪 ３ と が 、 上 記 の 樹 脂 部 材 ４ を 介 し て 接 合 さ れ て い る 。 内 輪 ２  
に 、 半 径 方 向 外 側 （ す な わ ち 外 周 側 ） に 向 け て 凸 状 に 突 出 し た 凸 部 ６ が 形 成 さ れ て い る 。  
言 い 換 え れ ば 、 樹 脂 部 材 ４ に は 、 半 径 方 向 内 側 （ す な わ ち 内 周 側 ） に 向 け て 凹 部 ７ が 形 成  
さ れ て い る 。 ま た 、 外 輪 ３ に は 、 半 径 方 向 内 側 （ す な わ ち 内 周 側 ） に 向 け て 凸 状 に 突 出 し  
た 凸 部 ８ が 形 成 さ れ て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 樹 脂 部 材 ４ に は 、 半 径 方 向 外 側 （ す な わ ち 外  
周 側 ） に 向 け て 凹 部 ９ が 形 成 さ れ て い る 。 す な わ ち 、 外 輪 ３ と 樹 脂 部 材 ４ と の 接 合 部 分 、  
お よ び 、 内 輪 ２ と 樹 脂 部 材 ４ と の 接 合 部 分 は 、 そ れ ぞ れ 凹 凸 形 状 と な っ て い る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 外 輪 ３ の 歯 ５ の 数 と 、 外 輪 ３ の 凹 凸 の 数 と は 同 じ と な っ て お り 、 さ ら に 、 外 輪 ３  
の 歯 ５ （ す な わ ち 凸 と な っ た 部 分 ） と 、 外 輪 ３ と 樹 脂 部 材 ４ と の 接 合 部 分 の 凹 部 と の 半 径  
方 向 で の 位 相 は 一 致 し て い る 。 言 い 換 え れ ば 、 円 周 方 向 で 外 輪 ３ の 歯 ５ 同 士 の 間 の 凹 部 と  
、 外 輪 ３ と 樹 脂 部 材 ４ と の 接 合 部 分 の 凸 部 と の 位 相 が 一 致 し て い る 。 な お 、 外 輪 ３ が 、 こ  
の 発 明 の 実 施 形 態 に お け る 「 金 属 部 」 に 相 当 し 、 樹 脂 部 材 ４ が 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に お  
け る 「 樹 脂 部 」 に 相 当 す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 こ の よ う に 構 成 さ れ た 歯 車 １ は 、 上 述 の よ う に 外 輪 ３ の 歯 ５ が 軸 線 方 向 に 所 定 の ね じ れ  
角 を 有 す る 斜 歯 に よ っ て 構 成 さ れ て い る た め 、 歯 車 １ に ト ル ク が 作 用 し た 場 合 に は 、 そ の  
ト ル ク の 大 き さ に 応 じ た 軸 線 方 向 の 荷 重 （ す な わ ち ス ラ ス ト 荷 重 ） が 生 じ る 。 樹 脂 材 料 は  
、 金 属 材 料 に 比 べ て 強 度 や 耐 久 性 が 低 く 、 そ の 場 合 に は 、 歯 車 全 体 と し て の 強 度 は 、 樹 脂  
部 材 ４ の 強 度 に 応 じ た も の に な る 。 言 い 換 え れ ば 、 歯 車 １ で 伝 達 可 能 な ト ル ク は 、 樹 脂 部  
材 ４ の 強 度 に 応 じ て 制 約 さ れ る こ と に な る 。 な お 、 図 １ に 示 す 符 号 α で 示 し た 箇 所 が 、 特  
に 強 度 が 低 く な る 部 分 で あ る 。 そ こ で 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 樹 脂 部 材 に 作 用 す る ス  
ラ ス ト 荷 重 を 低 下 さ せ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 具 体 的 に は 、 外 輪 ３ の 内 周 側 の 凹 凸 は 、 外 輪 ３ の 歯 ５ の ね じ れ 方 向 と 同 一 方 向 に 捩 れ て  
形 成 さ れ て い る 。 図 ３ は 、 外 輪 ３ の 内 周 側 の 凹 凸 を 外 輪 ３ の 軸 線 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て 形  
成 し な い 場 合 （ 従 来 例 ） と 、 外 輪 ３ の 内 周 側 の 凹 凸 を 外 輪 ３ の 軸 線 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て  
形 成 し た 場 合 （ 実 施 例 ） と を 比 較 す る 例 で あ る 。 図 ３ に 示 す 例 で は 、 外 輪 ３ の 歯 ５ は 、 「  
左 捩 れ の 斜 歯 」 と な っ て い て 、 図 ３ （ ｂ ） に 示 す 例 で は 、 外 輪 ３ の 歯 ５ の ね じ れ 角 と 、 外  
輪 ３ の 内 周 側 の 凹 凸 の ね じ れ 角 と が 、 同 じ 角 度 に 形 成 さ れ て い る 。 な お 、 こ の 外 輪 ３ の 歯  
５ の ね じ れ 角 と 、 外 輪 ３ の 内 周 側 の 凹 凸 の ね じ れ 角 と は 、 同 じ ね じ れ 角 に 限 ら れ ず 、 ね じ  
れ 方 向 が 同 じ で あ れ ば 、 一 方 の ね じ れ 角 が 他 方 の ね じ れ 角 よ り も 大 き く て も よ い 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 先 ず 、 外 輪 ３ の 内 周 側 の 凹 凸 を 外 輪 ３ の 軸 線 方 向 に 対 し て 傾 斜 し て 形 成 し な い 従 来 例 （  
紙 面 左 側 ） か ら 説 明 す る 。 歯 車 １ が 他 の 歯 車 と 噛 み 合 う と 、 外 輪 ３ の 外 周 側 に 形 成 さ れ た  
歯 ５ に 、 半 径 方 向 の 荷 重 Ｆ １ が 作 用 す る 。 ま た 、 こ の 外 輪 ３ の 歯 ５ は 、 上 述 の よ う に 所 定  
の ね じ れ 角 を 有 す る 斜 歯 で あ る か ら 、 そ の ね じ れ 角 に 応 じ た ス ラ ス ト 荷 重 ｆ １ が 作 用 す る  
。 ま た 、 外 輪 ３ の 内 周 側 に は 、 荷 重 Ｆ １ に 対 す る 反 力 Ｆ ２ が 作 用 す る 。 こ の 反 力 Ｆ ２ は 、
　 　 　 Ｆ ２ ＝ Ｆ １ × （ Ｄ ／ ｄ ） ・ ・ ・ （ １ ）
に よ り 求 め る こ と が で き る 。 な お 、 符 号 Ｄ は 、 図 １ に 示 す 歯 車 １ の ピ ッ チ 円 直 径 を 示 し 、  
符 号 ｄ は 、 図 １ に 示 す 外 輪 ３ と 樹 脂 部 材 ４ と が 接 合 す る 部 分 （ 噛 み 合 っ て い る 部 分 ） の 直  
径 を 示 し て い る 。 ま た 、 こ の 従 来 例 で は 、 外 輪 ３ の 内 周 側 の 凹 凸 を 外 輪 ３ の 軸 線 方 向 に 対  
し て 傾 斜 し て 形 成 さ れ て い な い た め 、 外 輪 ３ の 歯 ５ に 作 用 す る ス ラ ス ト 荷 重 ｆ １ と 同 じ 大  
き さ の ス ラ ス ト 荷 重 ｆ ２ が 作 用 す る （ ｆ ２ ＝ ｆ １ ） 。 す な わ ち 外 輪 ３ の 内 周 側 に 配 置 さ れ  
た 樹 脂 部 材 ４ に は 、 荷 重 ｆ ２ が 作 用 す る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 つ い で 、 図 ３ の 紙 面 右 側 に 示 す こ の 発 明 の 実 施 形 態 の 歯 車 １ に 作 用 す る 荷 重 に つ い て 説  
明 す る 。 歯 車 １ が 他 の 歯 車 と 噛 み 合 う と 、 従 来 例 と 同 様 に 、 外 輪 ３ の 外 周 側 に 形 成 さ れ た  
歯 ５ に 半 径 方 向 の 荷 重 Ｆ １ が 作 用 す る 。 ま た 、 同 様 に 、 外 輪 ３ の 歯 ５ に は 、 ね じ れ 角 に 応  
じ た ス ラ ス ト 荷 重 ｆ １ が 作 用 す る 。 一 方 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 外 輪 ３ の 内 周 側 の 凹  
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凸 は 、 外 輪 ３ の 歯 ５ と 同 じ 方 向 に 捩 れ 、 ま た そ の ね じ れ 角 が 同 一 と な る よ う に 形 成 さ れ て  
い る 。 し た が っ て 、 反 力 Ｆ ２ に 応 じ た 軸 線 方 向 の 一 方 側 か ら ス ラ ス ト 荷 重 ｆ ２ ’ が 作 用 す  
る 。 こ の ス ラ ス ト 荷 重 ｆ ２ ’ は 、
　 　 　 ｆ ２ ’ ＝ ｆ １ × （ Ｄ ／ ｄ ） ・ ・ ・ （ ２ ）
に よ り 求 め る こ と が で き る 。 ま た 、 軸 線 方 向 の 他 方 側 か ら は 、 荷 重 Ｆ １ に 対 す る ス ラ ス ト  
荷 重 ｆ １ が 作 用 す る 。 軸 線 方 向 の 一 方 と 他 方 と か ら 作 用 す る ス ラ ス ト 荷 重 は 、 バ ラ ン ス す  
る こ と に な り 、 樹 脂 部 材 ４ に 作 用 す る ス ラ ス ト 荷 重 ｆ ３ は 、 ｆ ２ ’ と ｆ １ と の 差 分 、 す な  
わ ち 、
　 　 　 ｆ ３ ＝ ｆ ２ ’ ー ｆ １ ・ ・ ・ （ ３ ）
と な る 。 つ ま り 、 樹 脂 部 材 ４ が 受 け る ス ラ ス ト 荷 重 ｆ ３ は 、 歯 車 １ で 生 じ た ス ラ ス ト 荷 重  
の 一 部 と な る 。 言 い 換 え れ ば 、 従 来 例 の よ う に 、 歯 車 １ で 生 じ た ス ラ ス ト 荷 重 ｆ １ の 全 て  
を 樹 脂 部 材 ４ で 受 け る こ と が な い 。 つ ま り 、 外 輪 ３ の 内 周 側 の 凹 凸 に 外 輪 ３ の 歯 ５ と 同 じ  
方 向 に 傾 斜 し て 形 成 す る こ と に よ り 、 発 生 す る ス ラ ス ト 荷 重 の 一 部 を 相 殺 す る よ う に 構 成  
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 こ の よ う に 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 外 輪 ３ の 内 周 側 の 凹 凸 を 外 輪 ３ の 軸 線 方 向 に 対  
し て 傾 斜 し て 形 成 す る こ と に よ り 、 外 輪 ３ の 内 周 側 の 凹 凸 を 外 輪 ３ の 軸 線 方 向 に 対 し て 傾  
斜 し て 形 成 し な い 従 来 例 に 比 べ て 、 樹 脂 部 材 ４ が 受 け る ス ラ ス ト 荷 重 が 小 さ く な る 。 そ の  
た め 、 歯 車 １ 全 体 と し て 受 け る ト ル ク を 大 き く す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 例 え ば 、  
エ ン ジ ン の バ ラ ン サ 装 置 な ど へ の 搭 載 性 が 低 下 す る こ と を 回 避 も し く は 抑 制 で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 で は 、 外 輪 ３ の 歯 ５ の 数 と 外 輪 ３ の 内 周 の 凹 凸 の 数 が 同 じ で  
あ っ て 、 か つ 外 輪 ３ の 外 周 の 凸 と な っ た 部 分 （ 歯 ５ の 部 分 ） と 、 外 輪 ３ の 内 周 の 凹 と な っ  
た 部 分 と の 位 相 が 一 致 す る よ う に 構 成 さ れ て い る （ 言 い 換 え れ ば 、 外 輪 ３ の 外 周 の 凹 と な  
っ た 部 分 と 、 外 輪 ３ の 内 周 の 凸 と な っ た 部 分 と の 位 相 が 一 致 す る ） 。 そ し て 、 上 述 の よ う  
に 、 外 輪 ３ の 歯 ５ の ね じ れ 方 向 と 、 外 輪 ３ の 内 周 側 の 凹 凸 部 分 の ね じ れ 方 向 と が 同 じ 方 向  
と な っ て い る 。 そ の た め 、 外 輪 ３ を 転 造 で 製 造 す る こ と が 容 易 と な り 、 ひ い て は 低 コ ス ト  
化 を 図 る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 上 、 こ の 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 説 明 し た が 、 こ の 発 明 は 上 述 し た 例 に 限 定 さ れ な い  
の で あ っ て 、 こ の 発 明 の 目 的 を 達 成 す る 範 囲 で 適 宜 変 更 し て よ い 。 上 述 し た 実 施 形 態 で は  
、 内 輪 ２ と 外 輪 ３ と の い ず れ も が 金 属 部 材 な る 環 状 部 材 と し て 説 明 し た も の の 、 内 輪 ２ と  
外 輪 ３ と の 一 方 の 部 材 が 樹 脂 部 材 で あ っ て も よ い 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 １   歯 車
　 ２   内 輪
　 ３   外 輪
　 ４   樹 脂 部 材
　 ５   歯
　 ６ ， ８   凸 部
　 ７ ， ９   凹 部
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【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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